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（『時事新報』【昭和 10年 8月 10日夕刊】）や、後年になるが、昭和 12年（1937年）には、 1月 1日























































































































（昭和 8 年 12 月　朝鮮・温陽郊外　渋沢敬三撮影　写 3―20―5）
図 3　天下将軍
（昭和 8 年 12 月　朝鮮・温陽郊外　渋沢敬三撮影　写 3―20―3）
図 4　籾すり臼
















































































































































































































































































































































（大正 15 年 5 月 4 日　石垣島四箇沖合　渋沢敬三撮影　ア―119―7― 
1―2）
図 9　石垣島　タターチャ漁
（大正 15 年 5 月 4 日　石垣島四箇沖合　渋沢敬三撮影　ア―119―5―2）
図 10　糸満のへぎ舟
（大正 15 年 5 月 4 日　石垣島四箇沖合　渋沢敬三撮影
ア―119―7―2―2）
図 11　タターチャ漁
（昭和 9 年 5 月 15 日　中之島　桜田勝徳撮影　ア―10―102）
図 12　中之島の糸満人の舟、サバニイの舳
（昭和 9 年 5 月17 日　奄美大島名瀬町　桜田勝徳撮影　ア―12―46）
図 13　奄美大島名瀬町の糸満女性














































（昭和 9 年 5 月 15 日　中之島　高橋文太郎撮影　ア―10―105）






















は 5月 15日に舟で競争をやっていた。イトマン船 6、7隻でやっていた。」「カルイは竹木で
つくる。イシダイのえさを入れるのにアマミ（アマミテゴ）を使った。」











































































































（昭和 9 年 5 月 16 日　鹿児島県小宝島　渋沢敬三撮影　ア―11―81）
図 19　小宝島の島民の記念写真
『十嶋鴻爪』（No. 9　0：40：25）





































































































































































































（12）渋沢史料館所蔵の 16ミリフィルムカメラは「Cine-Kodak Model B」に「f1. 9lens」を付けたものである。
シネコダックは 1923年発売、『The British Journal Photographic Almanac and Photographers Daily Companion』に







邸内に住み込みだった村上清文（「HAKUSO NEWS」『アチックマンスリー 第二号』【昭和 10年 8月 30日】
など）がおり、おそらく、薩南十島調査のあった昭和 9年（1934年） 5月当時も邸内住み込みであったと考え
られることから、敬三は自身の写真機（スチールカメラ）を村上に貸していたことが分かる（アチック写真






































































































































年） 5月時点で、桜田はアチックに属していたため（昭和 10年 5月より〔桜田　1979：889〕）アチック側とし
た。
（48）九州と東京という長距離間における地理的な問題のほか、昭和 11年（1936年）に早川が農村更正協会嘱託
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島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、船
で
渡
っ
た
21
日
夕
方
か
24
日
朝
ヵ
、地
域
や
年
月
日
は
こ
れ
に
よ
っ
た
ア
39
46
採
訪
（
10
）　
高
橋
氏
　
三
面
　
粟
島
雪
小
屋
14
33
（
青
イ
ン
ク
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
粟
島
内
浦
に
て
、
雪
小
屋
（
鉛
筆
）
57
78
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
21
日
5
月
24
日
粟
島
浦
村
内
浦
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・
雪
小
屋
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、
船
で
渡
っ
た
21
日
～
24
日
の
撮
影
ヵ
・
粟
島
の
印
画
紙
は
「
50
×
70
ミ
リ
代
」「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」「
40
×
60
ミ
リ
代
」
の
三
種
類
で
、
ア
―3
9―
41
に
は
高
橋
と
早
川
が
、
42
に
は
村
上
が
写
り
、
粟
島
を
含
む
越
後
三
面
調
査
（
昭
和
8
年
5
月
19
日
～
24
日
）
の
調
査
者
で
写
っ
て
い
な
い
敬
三
が
「
50
×
70
ミ
リ
代
」
撮
影
ヵ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
で
高
橋
撮
影
と
判
明
し
て
い
る
印
画
紙
が
「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」
で
あ
り
、
残
り
の
「
40
×
60
ミ
リ
代
」
は
早
川
・
村
上
ヵ
ア
39
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採
訪
（
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）　
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橋
氏
　
三
面
　
粟
島
シ
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が
繁
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す
る
墓
地
14
34
（
青
イ
ン
ク
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
粟
島
内
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に
て
　
墓
地
（
鉛
筆
）
56
78
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
21
日
5
月
24
日
粟
島
浦
村
内
浦
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、
船
で
渡
っ
た
21
日
～
24
日
の
撮
影
ヵ
・
粟
島
の
印
画
紙
は
「
50
×
70
ミ
リ
代
」「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」「
40
×
60
ミ
リ
代
」
の
三
種
類
で
、
ア
―3
9―
41
に
は
高
橋
と
早
川
が
、
42
に
は
村
上
が
写
り
、
粟
島
を
含
む
越
後
三
面
調
査
（
昭
和
8
年
5
月
19
日
～
24
日
）
の
調
査
者
で
写
っ
て
い
な
い
敬
三
が
「
50
×
70
ミ
リ
代
」
撮
影
ヵ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
で
高
橋
撮
影
と
判
明
し
て
い
る
印
画
紙
が
「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」
で
あ
り
、
残
り
の
「
40
×
60
ミ
リ
代
」
は
早
川
・
村
上
ヵ
ア
39
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採
訪
（
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）　
高
橋
氏
　
三
面
　
粟
島
浜
か
ら
出
漁
す
る
船
と
そ
れ
を
見
送
る
子
供
た
ち
14
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（
青
イ
ン
ク
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
粟
島
内
浦
に
て
（
鉛
筆
）
57
78
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
21
日
、
24
日
粟
島
浦
村
内
浦
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、
ア
―3
9―
48
と
関
連
し
た
写
真
と
考
え
ら
れ
、
ア
―3
9―
48
の
写
真
左
手
奥
に
粟
島
丸
と
考
え
ら
れ
る
船
が
見
え
、
撮
影
日
は
船
で
渡
っ
た
21
日
、
あ
る
い
は
船
で
帰
る
24
日
ヵ
・
粟
島
の
印
画
紙
は
「
50
×
70
ミ
リ
代
」「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」「
40
×
60
ミ
リ
代
」
の
三
種
類
で
、
ア
―3
9―
41
に
は
高
橋
と
早
川
が
、
42
に
は
村
上
が
写
り
、
粟
島
を
含
む
越
後
三
面
調
査
（
昭
和
8
年
5
月
19
日
～
24
日
）
の
調
査
者
で
写
っ
て
い
な
い
敬
三
が
「
50
×
70
ミ
リ
代
」
撮
影
ヵ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
で
高
橋
撮
影
と
判
明
し
て
い
る
印
画
紙
が
「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」
で
あ
り
、
残
り
の
「
40
×
60
ミ
リ
代
」
は
早
川
・
村
上
ヵ
ア
39
51
採
訪
（
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）　
高
橋
氏
　
三
面
　
粟
島
船
上
か
ら
見
る
浜
か
ら
出
漁
す
る
船
団
14
38
（
青
イ
ン
ク
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
粟
島
内
浦
に
て
（
鉛
筆
）
56
78
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
21
日
、
24
日
粟
島
浦
村
内
浦
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、
ア
―3
9―
48
と
関
連
し
た
写
真
と
考
え
ら
れ
、
当
該
写
真
は
船
上
か
ら
み
た
ア
ン
グ
ル
で
あ
り
粟
島
丸
船
上
で
の
写
真
と
考
え
ら
れ
る
、
ま
た
、
ア
―3
9―
48
の
写
真
左
手
奥
に
粟
島
丸
と
考
え
ら
れ
る
船
が
見
え
、
撮
影
日
は
船
で
渡
っ
た
21
日
、
あ
る
い
は
船
で
帰
る
24
日
ヵ
・
粟
島
の
印
画
紙
は
「
50
×
70
ミ
リ
代
」「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」「
40
×
60
ミ
リ
代
」
の
三
種
類
で
、
ア
―3
9―
41
に
は
高
橋
と
早
川
が
、
42
に
は
村
上
が
写
り
、
粟
島
を
含
む
越
後
三
面
調
査
（
昭
和
8
年
5
月
19
日
～
24
日
）
の
調
査
者
で
写
っ
て
い
な
い
敬
三
が
「
50
×
70
ミ
リ
代
」
撮
影
ヵ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
で
高
橋
撮
影
と
判
明
し
て
い
る
印
画
紙
が
「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」
で
あ
り
、
残
り
の
「
40
×
60
ミ
リ
代
」
は
早
川
・
村
上
ヵ
ア
39
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採
訪
（
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）　
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橋
氏
　
三
面
　
粟
島
粟
島
内
浦
村
集
落
の
通
り
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39
（
青
イ
ン
ク
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
粟
島
内
浦
に
て
（
鉛
筆
）
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昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
21
日
5
月
24
日
粟
島
浦
村
内
浦
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、
船
で
渡
っ
た
21
日
～
24
日
の
撮
影
ヵ
・
粟
島
の
印
画
紙
は
「
50
×
70
ミ
リ
代
」「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」「
40
×
60
ミ
リ
代
」
の
三
種
類
で
、
ア
―3
9―
41
に
は
高
橋
と
早
川
が
、
42
に
は
村
上
が
写
り
、
粟
島
を
含
む
越
後
三
面
調
査
（
昭
和
8
年
5
月
19
日
～
24
日
）
の
調
査
者
で
写
っ
て
い
な
い
敬
三
が
「
50
×
70
ミ
リ
代
」
撮
影
ヵ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
で
高
橋
撮
影
と
判
明
し
て
い
る
印
画
紙
が
「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」
で
あ
り
、
残
り
の
「
40
×
60
ミ
リ
代
」
は
早
川
・
村
上
ヵ
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日
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採
訪
（
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）　
高
橋
氏
　
三
面
　
粟
島
浜
に
地
引
網
漁
を
見
に
来
た
小
学
校
の
先
生
と
生
徒
た
ち
14
40
（
青
イ
ン
ク
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
粟
島
内
浦
（
鉛
筆
）
小
校
の
生
徒
（
鉛
筆
）
56
78
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
21
日
5
月
24
日
粟
島
浦
村
内
浦
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、
船
で
渡
っ
た
21
日
～
24
日
の
撮
影
ヵ
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
4
に
「
地
曳
網
漁
は
現
在
も
残
つ
て
ゐ
る
に
は
居
る
が
、
時
田
偶
慰
み
に
曳
く
程
度
の
。
滞
在
の
時
も
、部
落
の
女
達
大
勢
交
つ
て
曳
い
た
日
が
あ
つ
た
が
、
殆
ど
獲
物
は
無
か
つ
た
。
珍
ら
し
い
の
で
観
手
も
多
く
、
後
に
記
す
ヤ
ス
ミ
ヤ
ド
の
こ
と
な
ど
聴
い
た
島
生
れ
の
小
学
校
の
先
生
も
来
て
見
て
ゐ
た
1
人
の
。」
と
あ
り
、
題
名
は
こ
れ
に
よ
っ
た
・
粟
島
の
印
画
紙
は
「
50
×
70
ミ
リ
代
」「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」「
40
×
60
ミ
リ
代
」
の
三
種
類
で
、
ア
―3
9―
41
に
は
高
橋
と
早
川
が
、
42
に
は
村
上
が
写
り
、
粟
島
を
含
む
越
後
三
面
調
査
（
昭
和
8
年
5
月
19
日
～
24
日
）
の
調
査
者
で
写
っ
て
い
な
い
敬
三
が
「
50
×
70
ミ
リ
代
」
撮
影
ヵ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
で
高
橋
撮
影
と
判
明
し
て
い
る
印
画
紙
が
「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」
で
あ
り
、
残
り
の
「
40
×
60
ミ
リ
代
」
は
早
川
・
村
上
ヵ
ア
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氏
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引
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漁
を
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来
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の
生
徒
た
ち
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（
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昭
和
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33
年
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月
24
日
粟
島
浦
村
内
浦
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②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
12
に
「
同
島
滞
在
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
一
日
夕
よ
り
二
十
四
日
朝
迄
」
と
あ
り
、
船
で
渡
っ
た
21
日
～
24
日
の
撮
影
ヵ
・「
越
後
粟
島
探
訪
録
」
p.
4
に
「
地
曳
網
漁
は
現
在
も
残
つ
て
ゐ
る
に
は
居
る
が
、
時
田
偶
慰
み
に
曳
く
程
度
の
。
滞
在
の
時
も
、部
落
の
女
達
大
勢
交
つ
て
曳
い
た
日
が
あ
つ
た
が
、
殆
ど
獲
物
は
無
か
つ
た
。
珍
ら
し
い
の
で
観
手
も
多
く
、
後
に
記
す
ヤ
ス
ミ
ヤ
ド
の
こ
と
な
ど
聴
い
た
島
生
れ
の
小
学
校
の
先
生
も
来
て
見
て
ゐ
た
1
人
の
。」
と
あ
り
、
題
名
は
こ
れ
に
よ
っ
た
・
粟
島
の
印
画
紙
は
「
50
×
70
ミ
リ
代
」「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」「
40
×
60
ミ
リ
代
」
の
三
種
類
で
、
ア
―3
9―
41
に
は
高
橋
と
早
川
が
、
42
に
は
村
上
が
写
り
、
粟
島
を
含
む
越
後
三
面
調
査
（
昭
和
8
年
5
月
19
日
～
24
日
）
の
調
査
者
で
写
っ
て
い
な
い
敬
三
が
「
50
×
70
ミ
リ
代
」
撮
影
ヵ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
で
高
橋
撮
影
と
判
明
し
て
い
る
印
画
紙
が
「
70
×
10
0
ミ
リ
代
」
で
あ
り
、
残
り
の
「
40
×
60
ミ
リ
代
」
は
早
川
・
村
上
ヵ
ア
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台
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台
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参
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は
台
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記
載
の
昭
和
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年
12
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よ
り
「
旅
譜
」
p.
43
3 ―
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4
を
参
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鮮
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沢
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淵
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頒
徳
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に
よ
る
・
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イ
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影
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和
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（
19
33
年
）
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月
朝
鮮
①
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台
紙
記
載
参
照
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考
参
照
・
地
域
は
台
紙
記
載
の
昭
和
8
年
12
月
よ
り
「
旅
譜
」
p.
43
3 ―
43
4
を
参
照
、「
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鮮
　
渋
沢
青
淵
翁
頒
徳
碑
除
幕
式
」
に
よ
る
・
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3 ―
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3
に
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ガ
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あ
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ア
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朝
鮮
軒
先
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あ
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刳
ら
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た
丸
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バ
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ン
グ
、
青
イ
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ク
）
昭
8.
12
渋
沢
先
生
撮
影
78
10
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昭
和
8
年
（
19
33
年
）
12
月
朝
鮮
①
②
台
紙
記
載
参
照
③
備
考
参
照
・
地
域
は
台
紙
記
載
の
昭
和
8
年
12
月
よ
り
「
旅
譜
」
p.
43
3 ―
43
4
を
参
照
、「
朝
鮮
　
渋
沢
青
淵
翁
頒
徳
碑
除
幕
式
」
に
よ
る
・
写
3 ―
3―
1
に
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
ア
55
5
朝
鮮
集
落
内
の
大
き
な
木
の
前
で
写
る
人
、
板
塀
20
01
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
青
イ
ン
ク
）
昭
8.
12
渋
沢
先
生
撮
影
80
10
6
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
12
月
朝
鮮
①
②
台
紙
記
載
参
照
③
備
考
参
照
・
地
域
は
台
紙
記
載
の
昭
和
8
年
12
月
よ
り
「
旅
譜
」
p.
43
3 ―
43
4
を
参
照
、「
朝
鮮
　
渋
沢
青
淵
翁
頒
徳
碑
除
幕
式
」
に
よ
る
・
写
3 ―
3―
5
に
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
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含
む
）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
55
6
朝
鮮
竹
籤
の
よ
う
な
も
の
で
で
き
た
杓
子
や
刳
ら
れ
た
洗
い
桶
の
よ
う
な
も
の
な
ど
20
03
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
青
イ
ン
ク
）
昭
8.
12
渋
沢
先
生
撮
影
80
10
6
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
12
月
朝
鮮
①
②
台
紙
記
載
参
照
③
備
考
参
照
・
地
域
は
台
紙
記
載
の
昭
和
8
年
12
月
よ
り
「
旅
譜
」
p.
43
3 ―
43
4
を
参
照
、「
朝
鮮
　
渋
沢
青
淵
翁
頒
徳
碑
除
幕
式
」
に
よ
る
・
写
3 ―
20
―2
に
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
ア
55
7
朝
鮮
納
屋
の
よ
う
な
も
の
の
前
に
立
つ
男
、
犬
20
04
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
青
イ
ン
ク
）
昭
8.
12
渋
沢
先
生
撮
影
78
10
5
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
12
月
朝
鮮
①
②
台
紙
記
載
参
照
③
備
考
参
照
・
地
域
は
台
紙
記
載
の
昭
和
8
年
12
月
よ
り
「
旅
譜
」
p.
43
3 ―
43
4
を
参
照
、「
朝
鮮
　
渋
沢
青
淵
翁
頒
徳
碑
除
幕
式
」
に
よ
る
・
写
3 ―
3―
2
に
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
ア
11
6
1
1
記
載
な
し
噴
起
湖
に
て
家
屋
の
軒
先
を
覗
く
一
行
噴
起
口
（
白
イ
ン
ク
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
噴
起
湖
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
・
台
紙
記
載
や
「
南
島
見
聞
録
」・「
旅
譜
」
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
噴
起
口
」
だ
が
、「
南
島
見
聞
録
」
本
文
及
び
「
旅
譜
」
本
文
の
「
噴
起
湖
」
と
い
う
（
現
在
と
同
じ
）
表
記
と
し
た
ア
11
6
1
2
記
載
な
し
噴
起
湖
駅
に
て
汽
車
を
待
つ
阿
里
山
生
蕃
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
噴
起
湖
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
・
台
紙
記
載
や
「
南
島
見
聞
録
」・「
旅
譜
」
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
噴
起
口
」
だ
が
、「
南
島
見
聞
録
」
本
文
及
び
「
旅
譜
」
本
文
の
「
噴
起
湖
」
と
い
う
（
現
在
と
同
じ
）
表
記
と
し
た
ア
11
6
2
1―
2
記
載
な
し
十
字
路
に
て
阿
里
山
生
蕃
の
男
女
と
日
本
の
一
頭
目
の
記
念
撮
影
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
台
湾
十
字
路
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
6
2
2―
1
記
載
な
し
十
字
路
に
て
阿
里
山
蕃
の
記
念
撮
影
（
左
側
よ
り
男
性
を
中
心
に
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
台
湾
十
字
路
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
6
2
2―
2
記
載
な
し
十
字
路
に
て
阿
里
山
蕃
の
記
念
撮
影
（
右
側
よ
り
女
性
を
中
心
に
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
台
湾
十
字
路
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
6
3
1
記
載
な
し
十
字
路
に
て
阿
里
山
蕃
の
記
念
撮
影
（
男
性
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
台
湾
十
字
路
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
6
3
2
記
載
な
し
阿
里
山
鉄
道
の
車
窓
よ
り
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
4
月
26
日
阿
里
山
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
が
、
年
月
日
は
阿
里
山
沼
の
平
ま
で
の
往
復
日
程
4
月
25
・
26
日
と
し
た
ア
11
6
4
1―
1
記
載
な
し
台
湾
山
間
部
の
遠
景
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
24
日
5
月
2
日
台
湾
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
同
書
か
ら
敬
三
が
撮
影
可
能
と
な
る
大
日
本
米
穀
会
大
会
3
日
目
か
ら
台
湾
を
離
れ
る
5
月
2
日
ま
で
と
し
た
・
地
域
は
阿
里
山
軽
便
鉄
道
車
窓
か
ら
撮
影
ヵ
アチックミューゼアムの研究における渋沢敬三のポジション
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番
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台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
6
4
1―
2
記
載
な
し
台
湾
山
間
部
の
建
築
物
と
男
性
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
24
日
5
月
2
日
台
湾
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
同
書
か
ら
敬
三
が
撮
影
可
能
と
な
る
大
日
本
米
穀
会
大
会
3
日
目
か
ら
台
湾
を
離
れ
る
5
月
2
日
ま
で
と
し
た
・
地
域
は
阿
里
山
軽
便
鉄
道
車
窓
か
ら
撮
影
ヵ
ア
11
6
4
2―
1
記
載
な
し
草
山
貴
賓
館
前
に
て
記
念
撮
影
草
山
ニ
テ
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
1
日
台
湾
草
山
貴
賓
館
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム（
河
1―
30
―2
―9
―7
）が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
撮
影
者
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
p.
77
に
よ
る
ア
11
6
4
2―
2
記
載
な
し
草
山
貴
賓
館
洋
館
ベ
ラ
ン
ダ
に
て
記
念
撮
影
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
1
日
台
湾
草
山
貴
賓
館
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム（
河
1―
30
―2
―9
―8
）が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
撮
影
者
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
p.
77
に
よ
る
ア
11
6
5
1―
2
記
載
な
し
草
山
貴
賓
館
洋
館
ベ
ラ
ン
ダ
に
て
記
念
撮
影
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
1
日
台
湾
草
山
貴
賓
館
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量（
「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
p.
77
に
よ
る
ア
11
6
5
2
記
載
な
し
水
辺
の
淵
の
筆
筒
樹（
蛇
木
）
の
前
に
座
る
石
黒
忠
篤
98
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
、
水
辺
の
淵
に
座
る
の
は
石
黒
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
6
6
1
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
農
夫
阿
氏
小
作
人
　
阿
霏
霖
氏（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
8
6
1―
1
記
載
な
し
十
字
路
に
て
阿
里
山
生
蕃
の
男
女
と
日
本
の
一
頭
目
の
記
念
撮
影
41
―2
05
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
台
湾
十
字
路
①
「
南
島
見
聞
録
」
p.
44
②
③
備
考
参
照
・
台
紙
記
載
「
41
―2
05
」
は
シ
ー
ル
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
・
年
月
日
・
地
域
は
「
南
島
見
聞
録
」
p.
32
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
6
6
1―
2
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
中
農
の
家
屋
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
（
河
1 ―
30
―5
―1
0）
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
撮
影
者
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
6
6
2
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
中
農
の
家
屋
中
百
姓
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
6
7
1―
1
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
と
家
屋
業
主
　
簡
春
塘
氏
　
士
林
庄
林
子
口
（
白
イ
ン
ク
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
台
紙
記
載
に
よ
る
ア
11
6
7
1―
2
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
の
家
屋
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
台
紙
記
載
・
ア
―1
16
―7
―1
―1
に
よ
る
ア
11
6
7
2―
1
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
の
家
屋
を
調
査
す
る
一
行
98
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
同
書
及
び
ア
―
11
6―
7―
1―
2
に
よ
る
。
地
域
及
び
題
名
は
被
写
体
の
家
屋
の
造
り
や
背
景
か
ら
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
の
家
屋
ヵ
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台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
6
7
2―
2
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
の
家
屋
内
の
正
堂
ヵ
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
の
家
屋
内
の
正
堂
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
24
―2
7）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―7
―1
―2
に
よ
る
ア
11
6
8
1―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
花
崗
岩
の
石
畳
三
百
坪
ほ
ど
を
有
す
る
林
氏
邸
の
埕
林
本
源
氏
邸
　
埕
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
6
8
1―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
棟
ヵ
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
の
邸
内
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
29
―3
0）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
6
8
2―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
石
畳
の
廊
下
ヵ
99
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
の
邸
内
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
29
―3
0）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
6
8
2―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
客
殿
及
び
歩
廊
客
殿
及
歩
廊
（
白
イ
ン
ク
）
71
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
6
9
1―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
釣
殿
ヵ
釣
殿
（
白
イ
ン
ク
）
71
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
の
邸
内
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
29
―3
0）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
6
9
1―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
複
道
複
道
（
白
イ
ン
ク
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
6
9
2―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
舞
台
舞
台
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
6
9
2―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
池
と
小
径
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
6
10
1―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
池
と
そ
こ
に
か
か
る
橋
ヵ
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
の
邸
内
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
29
―3
0）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
アチックミューゼアムの研究における渋沢敬三のポジション
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番
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外
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題
名
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台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
6
10
1―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
舞
台
ヵ
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
の
邸
内
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
29
―3
0）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
6
10
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
穀
倉
ヵ
穀
倉
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
の
邸
内
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
29
―3
0）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
6
11
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
石
廊
下
と
庭
ヵ
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
の
邸
内
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
29
―3
0
の
）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
7
1
1
記
載
な
し
扶
桑
丸
の
甲
板
で
の
一
行
扶
桑
丸
甲
板
ニ
テ
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
18
日
4
月
22
日
神
戸
基
隆
間
の
台
湾
航
路
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
往
路
の
船
上
で
の
撮
影
の
た
め
年
月
日
は
神
戸
発
基
隆
着
ま
で
の
間
・
地
域
も
同
航
路
と
し
た
ア
11
7
1
2―
1
記
載
な
し
扶
桑
丸
の
甲
板
で
の
一
行
ヵ
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
18
日
4
月
22
日
神
戸
基
隆
間
の
台
湾
航
路
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
往
路
扶
桑
丸
上
で
の
撮
影
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
―1
5）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―1
―1
―1
に
よ
る
ア
11
7
1
2―
2
記
載
な
し
扶
桑
丸
の
甲
板
で
の
一
行
ヵ
99
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
18
日
4
月
22
日
神
戸
基
隆
間
の
台
湾
航
路
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
往
路
扶
桑
丸
上
で
の
撮
影
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
―1
5）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―1
―1
―1
に
よ
る
ア
11
7
2
1―
1
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
遠
景
総
督
官
邸
（
白
イ
ン
ク
）
99
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
官
邸
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
7
2
2―
1
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
を
背
に
水
辺
の
傍
に
か
が
む
後
藤
文
夫
民
政
長
官
99
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
7
2
2―
2
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
を
望
む
洋
館
の
テ
ラ
ス
99
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
7
3
1―
1
記
載
な
し
庭
園
に
て
後
藤
文
夫
民
政
長
官
（
左
）、
農
林
省
農
務
局
長
石
黒
忠
篤
（
右
）
の
記
念
撮
影
○
（
赤
鉛
筆
）
98
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
148　
目
録
番
号
外
装
記
載
題
名
（
推
定
含
む
）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
7
3
1―
2
記
載
な
し
建
築
物
前
に
て
記
念
撮
影
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
7
3
2―
1
記
載
な
し
建
築
物
前
に
て
記
念
撮
影
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
7
3
2―
2
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
を
望
む
洋
館
の
テ
ラ
ス
98
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
7
4
1―
1
記
載
な
し
水
辺
の
淵
の
筆
筒
樹（
蛇
木
）
の
前
に
座
る
石
黒
忠
篤
木
蛇
（
白
イ
ン
ク
）
10
1
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
。
水
辺
の
淵
に
座
る
の
は
石
黒
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
7
4
1―
2
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
博
物
館
前
に
て
記
念
撮
影
10
1
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
4
月
30
日
台
湾
総
督
府
博
物
館
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
「
南
島
見
聞
録
」
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
が
、
訪
問
し
た
可
能
性
の
あ
る
大
正
15
年
4
月
22
日
と
30
日
を
併
記
し
た
ア
11
7
4
2―
1
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
博
物
館
前
に
て
記
念
撮
影
10
1
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
4
月
30
日
台
湾
総
督
府
博
物
館
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
「
南
島
見
聞
録
」
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
が
、
訪
問
し
た
可
能
性
の
あ
る
大
正
15
年
4
月
22
日
と
30
日
を
併
記
し
た
ア
11
7
4
2―
2
記
載
な
し
大
稲
埕
の
加
藤
氏
経
営
の
家
鴨
卵
人
工
孵
化
場
加
藤
氏
経
営
　
家
鴨
卵
人
工
孵
化
場
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
5
1―
1
記
載
な
し
大
稲
埕
の
永
楽
町
市
場
永
楽
町
市
場
（
白
イ
ン
ク
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
5
1―
2
記
載
な
し
台
北
橋
台
北
橋
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
北
橋
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
7
5
2―
1
記
載
な
し
淡
水
河
淡
水
河
（
白
イ
ン
ク
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
淡
水
河
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
7
5
2―
2
記
載
な
し
大
稲
埕
の
山
車
行
列
ヵ
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
アチックミューゼアムの研究における渋沢敬三のポジション
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）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
7
6
1―
1
記
載
な
し
大
稲
埕
の
山
車
行
列
ヵ
埕
稻
大
（
白
イ
ン
ク
）
73
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
7
6
1―
2
記
載
な
し
大
稲
埕
の
山
車
行
列
ヵ
72
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
7
6
2―
1
記
載
な
し
大
稲
埕
の
山
車
行
列
ヵ
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
7
6
2―
2
記
載
な
し
大
稲
埕
の
茶
商
陳
悦
記
宅
大
稲
埕
　
茶
商
　
陳
悦
記
宅
（
白
イ
ン
ク
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
7
1―
1
記
載
な
し
大
稲
埕
の
茶
商
陳
悦
記
宅
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
の
茶
商
陳
悦
記
宅
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
7
1―
2
記
載
な
し
台
湾
の
売
卜
者
賣
卜
者
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
7
7
2―
1
記
載
な
し
台
湾
の
し
ん
こ
や
し
ん
こ
や
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
7
7
2―
2
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
を
望
む
一
行
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
―1
17
―8
―1
―2
に
見
え
る
山
の
稜
線
と
本
資
料
に
写
る
山
の
稜
線
が
同
じ
こ
と
か
ら
台
南
嘉
南
大
圳
に
お
け
る
写
真
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
8
1―
1
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
を
望
む
一
行
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
南
嘉
南
大
圳
に
お
け
る
写
真
ヵ
。
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
8
1―
2
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
を
望
む
嘉
南
大
圳
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
8
2
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
に
お
け
る
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
工
事
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
50
に
「
嘉
南
大
圳
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
工
事
」
と
し
て
別
角
度
か
ら
の
写
真
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
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記
載
写
真
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量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
7
9
1
記
載
な
し
台
南
文
廟
の
正
門
文
廟
　
正
門
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
台
南
文
廟
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
10
1
記
載
な
し
台
南
文
廟
の
扁
額
「
斯
文
在
茲
（
光
緖
帝
）」
「
聖
神
天
樂
（
同
治
帝
）」
文
廟
　
楽
器
（
白
イ
ン
ク
）
99
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
台
南
文
廟
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
10
2―
1
記
載
な
し
台
南
文
廟
の
大
成
殿
正
面
向
か
っ
て
右
側
部
分
99
72
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
台
南
文
廟
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
10
2―
2
記
載
な
し
台
南
の
公
会
堂
の
裏
庭
台
南
　
公
會
堂
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
4
月
28
日
台
南
公
会
堂
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
り
台
南
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
27
～
28
日
と
し
た
ア
11
7
11
1―
1
記
載
な
し
台
南
州
農
事
試
験
所
に
て
台
南
農
民
の
豊
年
踊
り
祭
年
豊
（
白
イ
ン
ク
、
右
か
ら
記
載
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
28
日
台
南
州
農
事
試
験
所
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
11
1―
2
記
載
な
し
台
南
州
農
事
試
験
所
に
て
台
南
農
民
の
豊
年
踊
り
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
28
日
台
南
州
農
事
試
験
所
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
11
2
記
載
な
し
安
平
の
町
並
み
を
望
む
○
（
赤
鉛
筆
）
豊
年
踊
り
（
白
イ
ン
ク
）
安
平
（
白
イ
ン
ク
）
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
28
日
台
湾
安
平
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
12
1―
1
記
載
な
し
台
中
の
土
壟
間
（
籾
摺
業
者
）
台
中
　
間
壟
軒
（
白
イ
ン
ク
）
72
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
30
日
台
中
①
②
③
備
考
参
照
・
台
紙
記
載
の
う
ち
「
間
壟
軒
」
は
「
士
壟
間
」
の
誤
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
12
1―
2
記
載
な
し
高
雄
州
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
ヵ
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
29
日
高
雄
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
高
雄
州
九
曲
堂
に
お
け
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
工
場
見
学
時
の
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
7
12
2
記
載
な
し
高
雄
州
の
バ
ナ
ナ
畑
ヵ
72
98
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
29
日
高
雄
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
高
雄
州
九
曲
堂
に
お
け
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
工
場
見
学
時
の
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
17
で
は
、
石
黒
が
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
2
1―
1
記
載
な
し
台
湾
総
督
官
邸
遠
景
総
督
官
邸
（
白
イ
ン
ク
）
10
1
75
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
官
邸
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
8
2
2―
1
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
を
背
に
水
辺
の
傍
に
か
が
む
後
藤
文
夫
民
政
長
官
10
0
73
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
アチックミューゼアムの研究における渋沢敬三のポジション
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目
録
番
号
外
装
記
載
題
名
（
推
定
含
む
）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
8
2
2―
2
記
載
な
し
台
北
橋
台
北
橋
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
北
橋
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
8
3
1―
1
記
載
な
し
淡
水
河
淡
水
河
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
淡
水
河
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
8
3
1―
2
記
載
な
し
大
稲
埕
の
茶
商
陳
悦
記
宅
大
稲
埕
　
茶
商
　
陳
悦
記
宅
（
白
イ
ン
ク
）
75
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
3
2―
1
記
載
な
し
大
稲
埕
の
茶
商
陳
悦
記
宅
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
の
茶
商
陳
悦
記
宅
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
3
2―
2
記
載
な
し
大
稲
埕
の
永
楽
町
市
場
永
楽
町
市
場
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
4
1―
1
記
載
な
し
大
稲
埕
の
加
藤
氏
経
営
の
家
鴨
卵
人
工
孵
化
場
加
藤
氏
経
営
　
家
鴨
卵
人
工
孵
化
場
（
白
イ
ン
ク
）
75
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
4
1―
2
記
載
な
し
台
湾
の
売
卜
者
賣
卜
者
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
8
4
2―
1
記
載
な
し
台
湾
の
し
ん
こ
や
し
ん
こ
や
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
5
月
2
日
台
湾
大
稲
埕
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
台
北
市
大
稲
埕
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
台
北
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
22
～
24
日
、
5
月
1～
2
日
と
し
た
ア
11
8
4
2―
2
記
載
な
し
建
築
物
前
に
て
記
念
撮
影
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
8
5
1―
1
記
載
な
し
建
築
物
前
に
て
記
念
撮
影
74
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
8
5
1―
2
記
載
な
し
噴
起
湖
に
て
家
屋
の
軒
先
を
覗
く
一
行
噴
起
口
（
白
イ
ン
ク
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
噴
起
湖
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
台
紙
記
載
や
「
南
島
見
聞
録
」・
「
旅
譜
」
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
噴
起
口
」
だ
が
、「
南
島
見
聞
録
」
本
文
及
び
「
旅
譜
」
本
文
の
「
噴
起
湖
」
と
い
う
（
現
在
と
同
じ
）
表
記
と
し
た
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台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
8
5
2―
1
記
載
な
し
阿
里
山
鉄
道
の
車
窓
よ
り
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
4
月
26
日
阿
里
山
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
が
、
年
月
日
は
阿
里
山
沼
の
平
ま
で
の
往
復
日
程
4
月
25
・
26
日
と
し
た
ア
11
8
5
2―
2
記
載
な
し
台
湾
山
間
部
の
建
築
物
と
男
性
74
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
24
日
5
月
2
日
台
湾
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
一
行
が
山
間
地
を
撮
影
可
能
な
敬
三
が
大
日
本
米
穀
会
大
会
3
日
目
か
ら
台
湾
を
離
れ
る
5
月
2
日
ま
で
と
し
た
・
地
域
は
阿
里
山
軽
便
鉄
道
車
窓
か
ら
撮
影
ヵ
ア
11
8
6
1―
1
記
載
な
し
十
字
路
に
て
阿
里
山
生
蕃
の
男
女
と
日
本
の
一
頭
目
の
記
念
撮
影
41
―2
05
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
台
湾
十
字
路
①
「
南
島
見
聞
録
」
p.
44
②
③
備
考
参
照
・
台
紙
記
載
は
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
そ
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
・
年
月
日
・
地
域
は
「
南
島
見
聞
録
」
p.
32
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
6
1―
2
記
載
な
し
十
字
路
に
て
阿
里
山
蕃
の
記
念
撮
影
（
左
側
よ
り
男
性
を
中
心
に
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
台
湾
十
字
路
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
6
2―
2
記
載
な
し
噴
起
湖
駅
に
て
汽
車
を
待
つ
阿
里
山
生
蕃
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
噴
起
湖
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
台
紙
記
載
や
「
南
島
見
聞
録
」・
「
旅
譜
」
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
噴
起
口
」
だ
が
、「
南
島
見
聞
録
」
本
文
及
び
「
旅
譜
」
本
文
の
「
噴
起
湖
」
と
い
う
（
現
在
と
同
じ
）
表
記
と
し
た
ア
11
8
7
1―
1
記
載
な
し
噴
起
湖
駅
に
て
汽
車
を
待
つ
阿
里
山
生
蕃
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
25
日
噴
起
湖
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
台
紙
記
載
や
「
南
島
見
聞
録
」・
「
旅
譜
」
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
噴
起
口
」
だ
が
、「
南
島
見
聞
録
」
本
文
及
び
「
旅
譜
」
本
文
の
「
噴
起
湖
」
と
い
う
（
現
在
と
同
じ
）
表
記
と
し
た
ア
11
8
7
1―
2
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
を
望
む
嘉
南
大
圳
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
7
2―
1
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
を
望
む
一
行
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
南
嘉
南
大
圳
に
お
け
る
写
真
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
7
2―
2
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
に
お
け
る
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
工
事
74
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
50
に
「
嘉
南
大
圳
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
工
事
」
と
し
て
別
角
度
か
ら
の
写
真
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
8
1―
1
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
に
お
け
る
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
工
事
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
50
に
「
嘉
南
大
圳
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
工
事
」
と
し
て
別
角
度
か
ら
の
写
真
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
8
1―
2
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
大
土
堤
の
中
心
を
な
す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
ー
ア
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
アチックミューゼアムの研究における渋沢敬三のポジション
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番
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記
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名
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台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
8
8
2―
1
記
載
な
し
嘉
南
大
圳
を
望
む
一
行
75
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
嘉
南
大
圳
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
―1
17
―8
―1
―2
に
見
え
る
山
の
稜
線
と
本
資
料
に
写
る
山
の
稜
線
が
同
じ
こ
と
か
ら
台
南
嘉
南
大
圳
に
お
け
る
写
真
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
8
2―
2
記
載
な
し
台
南
文
廟
の
半
月
池
文
廟
　
半
月
池
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
台
南
文
廟
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
9
記
載
な
し
台
南
文
廟
の
大
成
殿
正
面
向
か
っ
て
右
側
部
分
台
南
　
孔
子
廟
（
白
イ
ン
ク
）
文
廊
　
楽
器
（
白
イ
ン
ク
）
10
1
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
台
南
文
廟
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
10
1
記
載
な
し
台
南
の
公
会
堂
の
裏
庭
文
廟
　
正
門
（
白
イ
ン
ク
）
台
南
　
公
会
堂
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
27
日
4
月
28
日
台
南
文
廟
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
り
台
南
市
内
で
移
動
可
能
な
大
正
15
年
4
月
27
～
28
日
と
し
た
ア
11
8
10
2
記
載
な
し
台
南
州
農
事
試
験
所
に
て
台
南
農
民
の
豊
年
踊
り
豊
年
踊
り
（
白
イ
ン
ク
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
28
日
台
南
州
農
事
試
験
所
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
11
1―
1
記
載
な
し
台
南
州
農
事
試
験
所
に
て
台
南
農
民
の
豊
年
踊
り
75
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
28
日
台
南
州
農
事
試
験
所
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
11
1―
2
記
載
な
し
安
平
の
町
並
み
を
望
む
安
平
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
28
日
台
湾
安
平
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
11
2―
1
記
載
な
し
台
中
の
土
壟
間
（
籾
摺
業
者
）
台
中
　
士
壟
軒
（
白
イ
ン
ク
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
30
日
台
中
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
8
11
2―
2
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
と
家
屋
業
主
　
簡
春
塘
氏
　
士
林
庄
林
子
口
（
白
イ
ン
ク
）
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
台
紙
記
載
に
よ
る
ア
11
8
12
1
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
の
家
屋
内
の
正
堂
ヵ
中
百
姓
（
白
イ
ン
ク
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
地
主
簡
氏
の
家
屋
内
の
正
堂
ヵ
（「
南
島
見
聞
録
」
p.
24
―2
7）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―7
―1
―2
に
よ
る
ア
11
8
12
2―
1
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
中
農
の
家
屋
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
（
河
1 ―
30
―5
―1
0）
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
撮
影
者
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
8
12
2―
2
記
載
な
し
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
の
農
夫
阿
氏
小
作
人
　
阿
霏
霖
氏（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
州
七
星
郡
士
林
庄
字
林
子
口
①
②
備
考
参
照
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
25
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
154　
目
録
番
号
外
装
記
載
題
名
（
推
定
含
む
）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
8
13
1―
1
記
載
な
し
台
湾
総
督
府
を
望
む
洋
館
の
テ
ラ
ス
10
0
75
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
22
日
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
官
邸
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
湾
総
督
府
後
藤
文
夫
民
政
長
官
官
邸
の
庭
園
に
お
け
る
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
17
―2
―1
―2
に
よ
る
ア
11
8
13
1―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
花
崗
岩
の
石
畳
三
百
坪
ほ
ど
を
有
す
る
林
氏
邸
の
埕
林
本
源
氏
邸
　
埕
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
8
13
2―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
棟
ヵ
74
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
邸
内
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
8
13
2―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
石
畳
の
廊
下
ヵ
10
1
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
邸
内
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
8
14
1―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
穀
倉
穀
倉
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
邸
内
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
8
14
1―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
複
道
複
道
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
8
14
2―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
釣
殿
ヵ
釣
殿
（
白
イ
ン
ク
）
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
邸
内
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
8
14
2―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
池
と
そ
こ
に
か
か
る
橋
ヵ
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
邸
内
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
8
15
1―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
石
廊
下
と
庭
ヵ
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
邸
内
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
8
15
1―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
舞
台
ヵ
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ル
バ
ム
前
後
の
資
料
か
ら
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
本
源
氏
邸
内
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
及
び
ア
―1
16
―8
―1
―1
に
よ
る
ア
11
8
15
2―
1
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
舞
台
舞
台
（
白
イ
ン
ク
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
アチックミューゼアムの研究における渋沢敬三のポジション
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録
番
号
外
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記
載
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推
定
含
む
）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
8
15
2―
2
記
載
な
し
台
北
市
郊
外
板
橋
の
林
氏
邸
の
客
殿
及
び
歩
廊
客
殿
及
歩
廊
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
4
月
23
日
台
北
市
板
橋
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
同
書
に
よ
る
ア
11
9
1
記
載
な
し
西
表
島
遠
景
西
表
遠
望
（
白
イ
ン
ク
）
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
2
日
沖
縄
県
西
表
島
沖
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
.8
2 ―
84
に
よ
る
ア
11
9
2
1
記
載
な
し
石
垣
島
遠
景
石
垣
島
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
3
日
沖
縄
県
石
垣
島
沖
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
96
―9
9、
10
6
に
よ
る
ア
11
9
2
2
記
載
な
し
石
垣
島
拝
所
の
門
の
屋
根
○
（
赤
鉛
筆
）
拝
之
所
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
石
垣
島
四
箇
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1
に
「
四
箇
の
町
端
れ
の
拝
所
（
を
が
ん
じ
ょ
）
に
参
拝
す
る
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1
に
よ
る
ア
11
9
3
1
記
載
な
し
石
垣
島
拝
所
を
見
る
男
達
○
（
赤
鉛
筆
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
石
垣
島
四
箇
①
②
③
備
考
参
照
・
奥
に
鳥
居
が
見
え
る
、
四
箇
の
拝
所
と
は
真
乙
姥
御
嶽
ヵ
、「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1
に
「
四
箇
の
町
端
れ
の
拝
所
（
を
が
ん
じ
ょ
）
に
参
拝
す
る
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
台
湾
で
は
、基
隆
か
ら
は
、敬
三
の
他
、石
黒
な
ど
が
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1
に
よ
る
ア
11
9
3
2
記
載
な
し
ス
デ
ナ
を
着
用
の
宮
良
當
整
氏
宮
良
當
整
氏
　
ス
デ
ナ
着
用
（
白
イ
ン
ク
）
75
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
石
垣
島
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
6
に
「
宮
良
當
壮
君
の
御
本
家
と
云
ふ
宮
良
當
整
氏
の
お
宅
に
参
上
し
た
時
、
同
氏
が
昔
の
衣
冠
を
つ
け
て
見
せ
て
下
さ
つ
た
こ
と
や
、（
後
略
）」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
5 ―
10
7
に
よ
る
ア
11
9
4
1
記
載
な
し
豚
小
屋
○
（
赤
鉛
筆
）
豚
小
屋
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
石
垣
島
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
6
に
「（
前
略
）
面
白
い
構
造
の
豚
小
屋
の
こ
と
や
皆
夫
々
忘
れ
ら
れ
ぬ
印
象
で
あ
る
」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
5 ―
10
7
に
よ
る
ア
11
9
4
2
記
載
な
し
荒
物
屋
の
女
主
人
の
入
墨
入
墨
（
白
イ
ン
ク
）
10
1
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
石
垣
島
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
1
に
「
荒
物
屋
で
ア
ダ
ン
バ
の
草
履
を
買
つ
た
り
、
其
處
の
女
主
人
の
手
の
甲
の
黥
を
無
理
に
せ
が
ん
で
写
真
に
撮
つ
た
り
、（
後
略
）」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
5 ―
10
7
に
よ
る
ア
11
9
5
1―
1
記
載
な
し
久
吉
丸
か
ら
見
た
へ
ぎ
船
に
乗
る
三
人
の
男
性
10
0
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
3
日
沖
縄
県
石
垣
島
沖
①
②
③
備
考
参
照
・
ア
ン
グ
ル
が
か
な
り
高
い
た
め
客
船
か
ら
の
撮
影
ヵ
、
そ
の
た
め
撮
影
日
は
客
船
（
久
吉
丸
。
千
ト
ン
「
南
島
見
聞
録
」
p.
82
）
に
て
石
垣
島
に
着
い
た
5
月
3
日
と
し
た
（
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
5 ―
10
7
に
よ
る
）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
ア
11
9
5
1―
2
記
載
な
し
帆
を
張
っ
た
へ
ぎ
船
糸
満
船
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
石
垣
島
名
蔵
湾
①
②
③
備
考
参
照
・
遠
く
に
も
同
様
の
船
が
見
え
る
こ
と
か
ら
タ
タ
ー
チ
ャ
漁
に
向
か
う
糸
満
の
船
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1、
10
5―
10
6
に
よ
る
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記
載
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真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
9
5
2
記
載
な
し
糸
満
の
へ
ぎ
舟
○
（
赤
鉛
筆
）
糸
満
漁
業
　
タ
タ
ー
チ
ャ
（
白
イ
ン
ク
）
73
99
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
石
垣
島
名
蔵
湾
①
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
4
②
③
備
考
参
照
・
題
名
と
地
域
は「
南
島
見
聞
録
」p
.1
04
と
10
5
の
間
の
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、年
月
日
は「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
5 ―
10
6
に
よ
る
ア
11
9
6
記
載
な
し
タ
タ
ー
チ
ャ
漁
を
行
う
糸
満
の
人
々
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
石
垣
島
名
蔵
湾
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1、
10
5―
10
6
に
よ
る
ア
11
9
7
1―
1
記
載
な
し
タ
タ
ー
チ
ャ
漁
の
船
よ
り
漁
を
見
る
石
黒
忠
篤
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
石
垣
島
名
蔵
湾
①
②
③
備
考
参
照
・
タ
タ
ー
チ
ャ
漁
の
網
漁
の
様
子
、
ア
―1
19
―7
―2
と
同
状
況
の
写
真
、
石
黒
が
漁
の
様
子
を
覗
い
て
い
る
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1、
10
5―
10
6
に
よ
る
ア
11
9
7
1―
2
記
載
な
し
タ
タ
ー
チ
ャ
漁
の
船
よ
り
漁
を
見
る
石
黒
忠
篤
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
石
垣
島
名
蔵
湾
①
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
4
②
③
備
考
参
照
・
タ
タ
ー
チ
ャ
漁
の
網
漁
の
様
子
、
ア
―1
19
―7
―1
―1
と
同
状
況
の
写
真
、
石
黒
が
漁
の
様
子
を
覗
い
て
い
る
（
後
ろ
向
き
）
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1、
10
5―
10
6、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
4
と
10
5
の
間
の
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
ア
11
9
7
2―
1
記
載
な
し
へ
ぎ
船
の
上
で
膨
ら
む
フ
グ
を
二
匹
持
つ
男
性
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
石
垣
島
名
蔵
湾
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1、
10
5―
10
6
に
よ
る
ア
11
9
7
2―
2
記
載
な
し
タ
タ
ー
チ
ャ
漁
で
集
ま
っ
た
へ
ぎ
船
の
集
団
と
そ
れ
に
乗
る
糸
満
の
人
た
ち
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
石
垣
島
名
蔵
湾
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
0 ―
10
1、
10
5―
10
6
に
よ
る
ア
11
9
8
記
載
な
し
宮
古
島
の
井
戸
釣
瓶
○
（
赤
鉛
筆
）
井
戸
　
七
十
尺
（
白
イ
ン
ク
）
10
0
73
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
宮
古
島
①
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
6
②
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
7
―1
09
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
7
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
7
に
「
地
下
四
五
十
尺
迄
大
き
な
穴
を
穿
つ
て
人
々
は
そ
の
底
に
た
ま
る
水
を
桶
で
汲
み
取
り
擔
ひ
上
げ
て
居
る
。
而
も
之
は
飲
料
水
に
は
適
し
な
い
洗
濯
水
た
る
に
至
つ
て
は
、
以
て
そ
の
苦
痛
の
如
何
に
甚
し
い
か
想
像
が
出
来
よ
う
。（
中
略
）
幾
度
か
深
い
鑿
井
も
試
み
ら
れ
た
が
皆
徒
労
に
終
つ
て
居
る
。
全
く
彼
等
は
雨
で
生
き
て
居
る
と
言
つ
て
よ
い
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
7 ―
10
9
に
よ
る
ア
11
9
9
1―
1
記
載
な
し
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
感
謝
碑
の
前
に
並
ぶ
石
倉
忠
篤
ら
一
行
カ
イ
ザ
ー
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
、
感
謝
碑
（
白
イ
ン
ク
）
10
0
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
宮
古
島
平
良
町
①
備
考
参
照
②
「
旅
譜
」
p.
41
1、「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
に
「
平
良
町
の
中
央
に
大
理
石
の
大
き
な
碑
が
立
つ
て
居
る
。
之
は
一
八
七
三
年
六
月
に
獨
逸
の
軍
艦
が
こ
の
近
海
で
難
破
し
た
時
、
純
朴
な
宮
古
の
人
々
は
彼
等
漂
流
民
を
極
め
て
親
切
に
取
り
扱
つ
た
の
で
そ
の
お
禮
と
し
て
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
が
特
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
獨
文
と
漢
文
で
そ
の
来
歴
が
書
い
て
あ
つ
た
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
に
よ
る
ア
11
9
9
1―
2
記
載
な
し
宮
古
上
布
の
図
案
を
書
き
込
む
男
性
上
布
 カ
ス
リ
図
案
（
白
イ
ン
ク
）
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
宮
古
島
①
備
考
参
照
②
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
―1
09
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
に
「
宮
古
は
そ
の
上
布
を
以
て
聞
こ
え
て
居
る
。
可
愛
ら
し
い
女
の
子
が
緒
環
を
片
手
に
例
の
石
垣
に
、
布
一
匹
の
長
さ
を
距
て
ゝ
差
込
ん
だ
二
本
の
竹
に
、
糸
を
巻
い
て
は
帰
り
、
巻
い
て
は
帰
つ
て
居
る
の
を
見
る
と
、
ふ
と
自
分
が
維
新
前
に
立
ち
帰
つ
た
様
な
気
分
に
な
る
。」
と
あ
り
、
上
布
製
作
を
見
る
関
係
上
で
の
写
真
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8 ―
10
9
に
よ
る
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目
録
番
号
外
装
記
載
題
名
（
推
定
含
む
）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
9
9
2
記
載
な
し
宮
古
上
布
の
糸
を
縁
側
で
か
し
か
け
を
使
っ
て
整
経
を
行
う
女
性
（
背
面
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
宮
古
島
①
備
考
参
照
②
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
―1
09
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8
に
「
宮
古
は
そ
の
上
布
を
以
て
聞
こ
え
て
居
る
。
可
愛
ら
し
い
女
の
子
が
緒
環
を
片
手
に
例
の
石
垣
に
、
布
一
匹
の
長
さ
を
距
て
ゝ
差
込
ん
だ
二
本
の
竹
に
、
糸
を
巻
い
て
は
帰
り
、
巻
い
て
は
帰
つ
て
居
る
の
を
見
る
と
、
ふ
と
自
分
が
維
新
前
に
立
ち
帰
つ
た
様
な
気
分
に
な
る
。」
と
あ
り
、
上
布
製
作
を
見
る
関
係
上
で
の
写
真
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8 ―
10
9
に
よ
る
ア
11
9
10
1
記
載
な
し
宮
古
上
布
を
砧
打
ち
す
る
男
性
10
1
74
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
宮
古
島
①
備
考
参
照
②
「
旅
譜
」
p.
41
1、「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
9
③
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
9
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
9
に
「
砧
の
音
も
現
実
に
聞
い
た
」
と
あ
り
、
上
布
製
作
を
見
る
関
係
上
で
の
写
真
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
10
8 ―
10
9
に
よ
る
ア
11
9
10
2
記
載
な
し
那
覇
港
か
ら
沖
縄
県
庁
舎
ま
で
に
あ
る
と
あ
る
集
落
の
家
々
○
（
赤
鉛
筆
）・
首
里
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
5
日
沖
縄
本
島
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
11
8
に
「
那
覇
の
港
―
之
も
今
ま
で
と
は
違
つ
て
ち
や
ん
と
岸
壁
に
着
い
た
」
と
あ
り
、
ま
た
同
書
p.
11
9
に
「
縣
廳
で
中
食
を
御
馳
走
に
な
る
」
と
あ
り
、
ア
―1
19
―1
1
が
首
里
城
城
内
で
あ
り
、
港
か
ら
昼
食
を
と
り
そ
の
後
首
里
城
へ
向
か
う
途
中
の
写
真
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
11
8 ―
11
9
に
よ
る
ア
11
9
11
記
載
な
し
首
里
城
城
内
の
あ
か
木
の
森
と
壁
○
（
赤
鉛
筆
）
ア
カ
木
、森
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
5
日
沖
縄
本
島
首
里
城
内
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
5
に
「
寺
を
出
る
と
道
は
城
内
の
大
池
へ
と
つ
ゞ
く
。
此
の
邊
は
一
面
に
あ
か
木
の
大
木
か
ら
な
る
森
で
あ
る
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
5
に
よ
る
ア
11
9
12
記
載
な
し
沖
縄
県
庁
で
飼
わ
れ
て
い
る
ハ
ブ
毒
蛇
　
ハ
ブ
（
白
イ
ン
ク
）
75
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
4
日
沖
縄
県
庁
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
11
9
に
「
縣
廳
で
中
食
を
御
馳
走
に
な
る
。
有
名
な
毒
蛇
ハ
ブ
も
血
清
を
取
る
為
に
裏
に
数
匹
飼
養
さ
れ
て
居
る
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
11
9
に
よ
る
ア
11
9
13
1―
1
記
載
な
し
島
尻
郡
喜
屋
武
の
集
落
、
石
垣
の
前
に
い
る
女
の
子
た
ち
島
尻
郡
喜
屋
武
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
5
日
沖
縄
県
島
尻
郡
喜
屋
武
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7―
12
8
に
「
我
々
一
行
は
田
村
課
長
の
御
案
内
で
、
此
の
糸
満
町
に
立
ち
寄
り
更
に
島
尻
郡
を
一
巡
し
た
。
喜
屋
武
、
麻
武
仁
等
で
は
極
め
て
悲
惨
な
水
呑
百
姓
を
訪
れ
た
り
、
小
学
校
を
見
た
り
、
又
黒
砂
糖
を
製
造
し
て
る
所
で
は
統
並
と
稱
し
、
或
る
も
の
は
馬
を
、
或
る
も
の
は
原
料
を
、
又
あ
る
も
の
は
労
役
を
互
に
夫
々
持
ち
寄
つ
て
、
何
人
か
で
共
同
し
て
製
出
し
、
之
を
販
売
し
て
得
た
利
益
を
右
の
持
ち
寄
つ
た
人
々
で
按
分
し
て
、
分
配
す
る
特
殊
の
制
度
を
眼
の
あ
た
り
拝
見
し
て
興
味
深
く
覚
え
た
。」
と
あ
り
、
し
か
し
こ
こ
で
は
上
記
の
も
の
は
写
っ
て
お
ら
ず
、
石
垣
の
前
で
子
守
や
遊
ぶ
姿
の
女
の
子
達
を
撮
影
し
た
も
の
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7 ―
12
8
に
よ
る
ア
11
9
13
1―
2
記
載
な
し
島
尻
郡
喜
屋
武
の
集
落
、
民
家
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
5
日
沖
縄
県
島
尻
郡
喜
屋
武
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7 ―
12
8
に
「
我
々
一
行
は
田
村
課
長
の
御
案
内
で
、
此
の
糸
満
町
に
立
ち
寄
り
更
に
島
尻
郡
を
一
巡
し
た
。
喜
屋
武
、
麻
武
仁
等
で
は
極
め
て
悲
惨
な
水
呑
百
姓
を
訪
れ
た
り
、
小
学
校
を
見
た
り
、
又
黒
砂
糖
を
製
造
し
て
る
所
で
は
統
並
と
稱
し
、
或
る
も
の
は
馬
を
、
或
る
も
の
は
原
料
を
、
又
あ
る
も
の
は
労
役
を
互
に
夫
々
持
ち
寄
つ
て
、
何
人
か
で
共
同
し
て
製
出
し
、
之
を
販
売
し
て
得
た
利
益
を
右
の
持
ち
寄
つ
た
人
々
で
按
分
し
て
、
分
配
す
る
特
殊
の
制
度
を
眼
の
あ
た
り
拝
見
し
て
興
味
深
く
覚
え
た
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7 ―
12
8
に
よ
る
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番
号
外
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記
載
題
名
（
推
定
含
む
）
台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
ア
11
9
14
1―
1
記
載
な
し
黒
糖
製
造
、
馬
を
使
っ
て
い
る
様
子
黒
糖
製
造
（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
5
日
沖
縄
県
島
尻
郡
喜
屋
武
・
摩
文
仁
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7 ―
12
8
に
「
我
々
一
行
は
田
村
課
長
の
御
案
内
で
、
此
の
糸
満
町
に
立
ち
寄
り
更
に
島
尻
郡
を
一
巡
し
た
。
喜
屋
武
、
麻
武
仁
等
で
は
極
め
て
悲
惨
な
水
呑
百
姓
を
訪
れ
た
り
、
小
学
校
を
見
た
り
、
又
黒
砂
糖
を
製
造
し
て
る
所
で
は
統
並
と
稱
し
、
或
る
も
の
は
馬
を
、
或
る
も
の
は
原
料
を
、
又
あ
る
も
の
は
労
役
を
互
に
夫
々
持
ち
寄
つ
て
、
何
人
か
で
共
同
し
て
製
出
し
、
之
を
販
売
し
て
得
た
利
益
を
右
の
持
ち
寄
つ
た
人
々
で
按
分
し
て
、
分
配
す
る
特
殊
の
制
度
を
眼
の
あ
た
り
拝
見
し
て
興
味
深
く
覚
え
た
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7 ―
12
8
に
よ
る
ア
11
9
14
1―
2
記
載
な
し
黒
糖
製
造
、
馬
を
使
っ
て
い
る
締
め
機
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
絞
る
女
性
の
様
子
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
5
日
沖
縄
県
島
尻
郡
喜
屋
武
・
摩
文
仁
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7 ―
12
8
に
「
我
々
一
行
は
田
村
課
長
の
御
案
内
で
、
此
の
糸
満
町
に
立
ち
寄
り
更
に
島
尻
郡
を
一
巡
し
た
。
喜
屋
武
、
麻
武
仁
等
で
は
極
め
て
悲
惨
な
水
呑
百
姓
を
訪
れ
た
り
、
小
学
校
を
見
た
り
、
又
黒
砂
糖
を
製
造
し
て
る
所
で
は
統
並
と
稱
し
、
或
る
も
の
は
馬
を
、
或
る
も
の
は
原
料
を
、
又
あ
る
も
の
は
労
役
を
互
に
夫
々
持
ち
寄
つ
て
、
何
人
か
で
共
同
し
て
製
出
し
、
之
を
販
売
し
て
得
た
利
益
を
右
の
持
ち
寄
つ
た
人
々
で
按
分
し
て
、
分
配
す
る
特
殊
の
制
度
を
眼
の
あ
た
り
拝
見
し
て
興
味
深
く
覚
え
た
。」
と
あ
り
・「
南
島
見
聞
録
」
の
沖
縄
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1、
「
南
島
見
聞
録
」
p.
12
7 ―
12
8
に
よ
る
ア
11
9
14
2―
1
記
載
な
し
薩
南
十
島
諏
訪
瀬
島
の
島
影
、
噴
煙
の
様
子
ト
カ
ラ
列
島
　〈
沖
ヶ
瀬
〉（
白
イ
ン
ク
）
ス
ワ
ノ
セ
（
鉛
筆
）
74
10
1
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
6
日
5
月
9
日
薩
南
十
島
洋
上
①
②
③
備
考
参
照
・
19
25
（
大
正
14
）
年
5
月
に
噴
火
し
て
い
る
こ
と
か
ら
台
湾
・
沖
縄
か
ら
帰
る
船
の
上
で
撮
影
ヵ
・「
南
島
見
聞
録
」
の
鹿
児
島
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
9
14
2―
2
記
載
な
し
桜
島
の
溶
岩
と
遠
景
桜
島
　
L
av
a（
白
イ
ン
ク
）
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
9
日
鹿
児
島
県
桜
島
①
②
③
備
考
参
照
・「
la
va
」
と
は
英
語
で
溶
岩
の
こ
と
・「
南
島
見
聞
録
」
の
鹿
児
島
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
9
15
1
記
載
な
し
桜
島
の
溶
岩
と
遠
景
73
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
9
日
鹿
児
島
県
桜
島
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
鹿
児
島
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
ア
―1
19
―1
4―
2―
2
と
同
様
の
風
景
で
あ
り
ア
ル
バ
ム
に
綴
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
題
名
は
こ
れ
に
よ
っ
た
、
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
ア
11
9
15
2
記
載
な
し
鹿
児
島
湾
に
停
泊
す
る
軍
艦
74
10
0
大
正
15
年
（
19
26
年
）
5
月
9
日
鹿
児
島
県
鹿
児
島
湾
内
洋
上
①
②
③
備
考
参
照
・「
南
島
見
聞
録
」
の
鹿
児
島
で
は
、
敬
三
の
他
、
石
黒
、
井
野
な
ど
も
同
行
し
て
い
る
が
、
同
書
挿
絵
写
真
全
て
が
敬
三
撮
影
で
あ
り
、
ア
―1
19
―5
―2
の
よ
う
な
同
書
掲
載
写
真
と
同
法
量
（「
70
×
90
～
10
0
ミ
リ
代
」）
の
同
地
域
撮
影
は
敬
三
ヵ
。
ア
ル
バ
ム
に
綴
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
題
名
は
こ
れ
に
よ
っ
た
、
年
月
日
・
地
域
は
「
旅
譜
」
p.
41
1
に
よ
る
写
1
12
4
三
面
集
　（
縦
書
）
村
上
其
他
　
（
縦
書
）
天
秤
棒
で
魚
を
売
る
ボ
テ
カ
ツ
ギ
（
行
商
人
）
と
会
話
す
る
高
橋
文
太
郎
と
早
川
孝
太
郎
N
o.
8（
鉛
筆
）
13
91
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
青
イ
ン
ク
）
行
商
（
鉛
筆
、
縦
書
）
←
高
橋
文
太
郎
（
鉛
筆
、
縦
書
）
早
川
幸
太
郎
（
鉛
筆
、
縦
書
、
マ
マ
）
栃
倉
附
近
魚
賣
（
鉛
筆
、
縦
書
）
59
83
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
19
日
山
形
県
置
賜
郡
小
国
町
栃
倉
付
近
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
よ
り
ア
ル
バ
ム
39
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
ア
ル
バ
ム
39
全
体
が
昭
和
8
年
5
月
に
行
わ
れ
た
敬
三
・
高
橋
・
早
川
・
村
上
の
山
形
県
米
沢
か
ら
新
潟
県
三
面
の
調
査
で
あ
り
、
撮
影
者
・
年
月
日
・
地
域
な
ど
は
「
朝
日
山
麓
三
面
村
記
」
に
よ
る
・
高
橋
「
朝
日
山
麓
三
面
村
記
p.
62
―6
3
で
は
「
一
行
－
渋
沢
敬
三
氏
他
三
名
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
本
資
料
に
は
高
橋
、
早
川
が
写
っ
て
お
り
、『
越
後
三
面
行
』（
N
o.
6
0：
01
：
18
）
に
は
車
中
で
眠
る
村
上
の
様
子
が
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
一
行
は
敬
三
・
高
橋
・
早
川
・
村
上
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
撮
影
者
は
敬
三
ま
た
は
同
行
し
た
村
上
ヵ
・「
朝
日
山
麓
三
面
村
記
」
p.
42
に
本
資
料
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
題
名
は
こ
れ
に
よ
る
アチックミューゼアムの研究における渋沢敬三のポジション
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番
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装
記
載
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台
紙
記
載
写
真
法
量
撮
影
年
月
日
撮
影
地
典
拠
①
撮
影
者
　
　
②
撮
影
年
月
日
③
撮
影
地
　
　
備
考
縦
横
開
始
　
年
開
始
　
月
日
終
了
　
月
日
写
1
12
5
三
面
集
　（
縦
書
）
村
上
其
他
　
（
縦
書
）
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
町
原
の
通
り
と
手
に
日
の
丸
を
持
っ
て
飛
行
機
を
迎
え
る
子
ど
も
達
13
82
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
青
イ
ン
ク
）
山
形
縣
西
置
賜
郡
小
国
町
に
て
（
鉛
筆
）
59
84
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
19
日
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
町
原
①
②
③
備
考
参
照
・
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
よ
り
ア
ル
バ
ム
39
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
ア
ル
バ
ム
39
全
体
が
昭
和
8
年
5
月
に
行
わ
れ
た
敬
三
・
高
橋
・
早
川
・
村
上
の
山
形
県
米
沢
か
ら
新
潟
県
三
面
の
調
査
で
あ
り
、
撮
影
者
・
年
月
日
・
地
域
な
ど
は
「
朝
日
山
麓
三
面
村
記
」
に
よ
る
・
写
1 ―
12
―4
に
高
橋
、
早
川
が
写
り
、
ま
た
、『
越
後
三
面
行
』（
N
o.
6
0：
01
：
18
）
に
は
車
中
で
眠
る
村
上
の
様
子
が
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
一
行
は
敬
三
・
高
橋
・
早
川
・
村
上
と
し
撮
影
者
も
こ
れ
に
よ
る
・
高
橋
「
朝
日
山
麓
三
面
村
記
」
p.
40
に
本
資
料
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
題
名
は
こ
れ
に
よ
る
写
1
12
6
三
面
集
　（
縦
書
）
村
上
其
他
　
（
縦
書
）
山
形
県
置
賜
郡
小
国
町
栃
倉
の
仁
科
家
の
民
家
と
そ
の
前
に
集
ま
る
ア
チ
ッ
ク
の
人
々
13
90
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
青
イ
ン
ク
）
栃
倉
に
て
（
鉛
筆
）
59
84
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
5
月
19
日
山
形
県
置
賜
郡
小
国
町
栃
倉
付
近
①
②
備
考
参
照
③
台
紙
記
載
参
照
・
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
よ
り
ア
ル
バ
ム
39
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
ア
ル
バ
ム
39
は
全
体
が
昭
和
8
年
5
月
に
行
わ
れ
た
敬
三
・
高
橋
・
早
川
・
村
上
の
山
形
県
米
沢
か
ら
新
潟
県
三
面
の
調
査
で
あ
り
、
撮
影
者
・
年
月
日
・
地
域
な
ど
は
「
朝
日
山
麓
三
面
村
記
」
に
よ
る
・
写
1 ―
12
―4
に
高
橋
、
早
川
が
写
り
、
ま
た
、『
越
後
三
面
行
』（
N
o.
6
0：
01
：
18
）
に
は
車
中
で
眠
る
村
上
の
様
子
が
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
一
行
は
敬
三
・
高
橋
・
早
川
・
村
上
と
さ
れ
撮
影
者
も
こ
れ
に
よ
っ
た
・「
朝
日
山
麓
三
面
村
記
」
p.
40
―4
1
に
本
資
料
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
地
で
荷
担
ぎ
の
人
夫
を
雇
っ
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
仁
科
方
で
「
ト
ビ
グ
チ
」
を
見
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
撮
影
し
た
も
の
ヵ
・『
越
後
三
面
行
』（
N
o.
6
0：
04
：
59
～
0：
05
：
56
）
に
類
似
す
る
場
面
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
写
3
20
3
封
筒
な
し
籾
す
り
臼
85
11
5
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
12
月
朝
鮮
・
温
陽
郊
外
①
②
③
「
旅
譜
」
p.
43
3
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
写
3
20
4
封
筒
な
し
木
製
の
鳥
を
竿
先
に
掲
ぐ
と
こ
ろ
12
0
85
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
12
月
朝
鮮
・
温
陽
郊
外
①
②
③
「
旅
譜
」
p.
43
3
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
写
3
20
5
封
筒
な
し
天
下
将
軍
85
12
0
昭
和
8
年
（
19
33
年
）
12
月
朝
鮮
・
温
陽
郊
外
①
②
③
「
旅
譜
」
p.
43
3
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
・「
旅
譜
」
p.
43
3
で
は
当
該
写
真
の
半
分
を
切
っ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
